
……スティーヴン・セガールの『沈黙』シリーズと『電撃』シリーズは、理

屈なしに彼のマーシャル・アーツや空手の達人技を楽しめばいい映画だが、

そのストーリー展開をスリリングに組み立てるためには、一定のテーマが必

要。麻薬汚染・環境破壊・産廃問題・生物兵器等に続く今回の映画のテーマ

は国際人身売買！　さあ、正義の味方としてのセガールの闘いぶりを心ゆく

まで楽しもう……。　

 ショートコメント

　スティーヴン・セガールの最新作『ICHIGEKI ／一撃』のテーマは国際人身売

買。平和ボケ（？）日本ではあまり知られていないものの、国際労働機関

（ILO）の調査によれば、全世界で１年間に約４００万人もの人々が人身売買されて

いるとのこと。そして約３分の１が女性と子供。そして、この映画の舞台となっ

たポーランドの首都ワルシャワを中心とする東欧諸国でのその数は、中南米やア

フリカを大きく超えているとのこと。政府機関のエージェントとして働いていた

セガール扮するウィリアム・ランシングは、今はカナダの山中で、１人隠遁生活

を送っていたが、その唯一の安らぎは孤児院にいる少女イレーナ（アイダ・ノヴ

ァクスカ）との文通だった。そのイレーナが国際的な人身売買組織によって拉致

された。こうなればランシングも立ち上がらざるをえない。

　こういう状況設定さえ決定すれば、後はマーシャル・アーツ、空手、合気道、

剣道、柔道の達人であるセガールの一人舞台（？）を楽しめばいいだけ。今回こ
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監督＝レオン・ポーチ／出演＝スティーヴン・セガール／アイダ・ノヴァクスカ／マット・
シュルツ／アグニェシュカ・ヴァグネル／ジャン・プラザルスキ（ギャガ・コミュニケーシ
ョン配給／２００４年アメリカ映画／８５分）

ICHIGEKI ／一撃
２００５（平成１７）年３月２０日鑑賞〈ホクテンザ１〉 　★★



れを手助けするのは、美人刑事のカシア・ラトー（アグニェシュカ・ヴァグネ

ル）とイレーナの友人のニッキ少年（ジャン・プラザルスキ）。

　銃撃戦はいつものとおりだが、今回の決め手は剣による決闘。国際的な人身売

買のボス、ファイザル（マット・シュルツ）との決闘シーンがこの映画の見せ場

とされているが……？　予想どおりの展開と予想どおりの結果をほどほどに楽し

んでジ・エンド。「時間つぶし」とまでいうと失礼だが、セガールの『沈黙』シ

リーズや『電撃』シリーズは、まあ、こんなもの……？

２００５（平成１７）年３月２２日記 

ICHIGEKI ／一撃　355

一
度
見
た
ら
病
み
つ
き

第
６
章

　弁護士としての仕事の合間に（？）

映画を観て評論を書いて次々と出版し

ていると「よく暇がありますね。ホン

トに映画館で観てるんですか」と感心

されることが多いが、時には疑いの目

で見られることも……？　一般に弁護

士は忙しい職業と思われているが、本

来の弁護士業務にとられる時間はそれ

ほど多くはない。こう書くとすぐに

「お前は何を言ってるんだ」と反論さ

れるが、それは「雑用」を処理するの

も、名刺をもって挨拶まわりするのも、

さらに依頼者と食事したり、顧問会社

の役員とゴルフするのも、すべて仕事

だと考えているからだ。どこまでが弁

護士の仕事と考えるかは人それぞれ。

だからこそ、弁護士は「自由業」と言

えるのだが……。

　私の時間有効活用術は①私しかでき

ないことだけをやり、それ以外は可能

な限り他のスタッフにやらせて、私は

チェックする役割に徹すること、②ま

とまった時間を求めず、コマ切れの時

間をうまく活用すること、が基本。要

は、集中力と要領の問題だが、これは

一朝一夕にできるものではない。ちな

みに、映画鑑賞についての時間有効活

用の秘訣をひとつ。それは、映画は１

人で観ることに徹すること。つまり、

デートを兼ねて「誰かと一緒に」とい

う中途半端な甘えの気持を捨てること

だ。誰かと一緒にと考えると、待ち合

わせ時間は？終わった後のお茶は？食

事は？となるのがオチ。そうなると、

これはホントに映画を観たいのか、そ

れとも誰かとの心のふれあいを求めて

いるのか、という問題。あなたの目的

をはっきりさせなければ、時間の有効

活用なんて、とてもとても……？

２００５（平成１７）年７月１２日記

坂和流　時間有効活用術

ミニコラム


